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第
百
二
十
五
条
の
見
出
し
中
「
呈
示
」
を
「
提
示
」
に
改
め
、
同
条
中
「
又
は
差
押
」
を
「
、
差
押
え
又
は
記
録

命
令
付
差
押
え
」
に
、「
呈
示
し
な
け
れ
ば
」
を
「
提
示
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
八
条
と
す
る
。

第
百
二
十
四
条
を
削
る
。

第
百
二
十
三
条
の
見
出
し
中
「
差
押
」
を
「
差
押
え
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
終
つ
た
際
に
発
覚
し
た
事
件

に
つ
い
て
」
を
「
終
わ
つ
た
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
」
に
、「
取
り
集
め
る
」
を
「
集
取
す
る
」
に
、「
且
つ
」を「
か

つ
」
に
、「
差
押
）
の
処
分
」
を
「
差
押
え
等
）
の
臨
検
、
捜
索
又
は
差
押
え
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
取
り
集

め
る
」
を
「
集
取
す
る
」
に
、「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
、「（
臨
検
、
捜
索
又
は
差
押
）
の
処
分
」
を
「
の
臨
検
、
捜

索
又
は
差
押
え
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
二
十
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
の
差
押
え
に
代
わ
る
処
分
）

第
百
二
十
五
条

差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
件
が
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
で
あ
る
と
き
は
、
税
関
職
員
は
、
そ

の
差
押
え
に
代
え
て
次
に
掲
げ
る
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

差
し
押
さ
え
る
べ
き
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
を
他
の
記
録
媒
体
に
複
写
し
、
印
刷
し
、
又
は

移
転
し
た
上
、
当
該
他
の
記
録
媒
体
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
。

二

差
押
え
を
受
け
る
者
に
差
し
押
さ
え
る
べ
き
記
録
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
を
他
の
記
録
媒
体
に
複

写
さ
せ
、
印
刷
さ
せ
、
又
は
移
転
さ
せ
た
上
、
当
該
他
の
記
録
媒
体
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
。

（
臨
検
、
捜
索
又
は
差
押
え
等
に
際
し
て
の
必
要
な
処
分
）

第
百
二
十
六
条

税
関
職
員
は
、
臨
検
、
捜
索
、
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差
押
え
を
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
錠
を
は
ず
し
、
封
を
開
き
、
そ
の
他
必
要
な
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
処
分
は
、
領
置
物
件
、
差
押
物
件
又
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件
に
つ
い
て
も
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
処
分
を
受
け
る
者
に
対
す
る
協
力
要
請
）

第
百
二
十
七
条

臨
検
す
べ
き
物
件
又
は
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
件
が
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
で
あ
る
と
き

は
、
税
関
職
員
は
、
臨
検
又
は
捜
索
若
し
く
は
差
押
え
を
受
け
る
者
に
対
し
、
電
子
計
算
機
の
操
作
そ
の
他
の
必

要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
二
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
通
信
履
歴
の
電
磁
的
記
録
の
保
全
要
請
）

第
百
二
十
三
条

税
関
職
員
は
、
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差
押
え
を
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
電
気
通
信

を
行
う
た
め
の
設
備
を
他
人
の
通
信
の
用
に
供
す
る
事
業
を
営
む
者
又
は
自
己
の
業
務
の
た
め
に
不
特
定
若
し
く

は
多
数
の
者
の
通
信
を
媒
介
す
る
こ
と
の
で
き
る
電
気
通
信
を
行
う
た
め
の
設
備
を
設
置
し
て
い
る
者
に
対
し
、

そ
の
業
務
上
記
録
し
て
い
る
電
気
通
信
の
送
信
元
、
送
信
先
、
通
信
日
時
そ
の
他
の
通
信
履
歴
の
電
磁
的
記
録
の

う
ち
必
要
な
も
の
を
特
定
し
、
三
十
日
を
超
え
な
い
期
間
を
定
め
て
、
こ
れ
を
消
去
し
な
い
よ
う
、
書
面
で
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差
押
え
を
す

る
必
要
が
な
い
と
認
め
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
当
該
求
め
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
消
去
し
な
い
よ
う
求
め
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
三
十
日
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
消
去
し
な
い
よ
う
求
め
る
期
間
は
、
通
じ
て
六
十
日
を

超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
求
め
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
み
だ
り
に
当
該
求
め
に
関
す
る

事
項
を
漏
ら
さ
な
い
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
三
十
二
条
の
見
出
し
を「（
領
置
目
録
等
の
作
成
等
）」に
改
め
、
同
条
中
「
又
は
差
押
を
」
を
「
、
差
押
え
又

は
記
録
命
令
付
差
押
え
を
」
に
、「
作
り
」
を
「
作
成
し
」
に
、「
又
は
差
押
物
件
」
を
「
、
差
押
物
件
若
し
く
は
記
録

命
令
付
差
押
物
件
」
に
、「
若
し
く
は
所
持
者
」
を
「
、
所
持
者
若
し
く
は
保
管
者
（
第
百
二
十
五
条
（
電
磁
的
記
録

に
係
る
記
録
媒
体
の
差
押
え
に
代
わ
る
処
分
）
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
受
け
た
者
を
含
む
。）」
に
、「
代
る
」
を
「
代

わ
る
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
二
条
の
二
を
削
る
。

第
百
三
十
三
条
の
見
出
し
を「（
領
置
物
件
等
の
処
置
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
又
は
差
押
物
件
」
を
「
、
差

押
物
件
又
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
虞
」
を
「
お
そ
れ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
随
意
契
約
に
よ
る
」
を
「
公
売
又
は
」
に
、「
規
定
は
、」を
「
規
定
は
」
に
、「
準
用
す
る
」
を
「
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用

す
る
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
四
条
の
見
出
し
を「（
領
置
物
件
等
の
還
付
等
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
税
関
長
」
を「
税
関
職
員
」

に
、「
又
は
差
押
物
件
」
を
「
、
差
押
物
件
又
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
差
押
物

件
の
」
を
「
、
差
押
物
件
又
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件
に
つ
い
て
、
そ
の
」
に
、「
因
り
」
を
「
よ
り
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
又
は
差
押
物
件
に
つ
い
て
、」を
「
、
差
押
物
件
又
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件
に
つ
い
て
」
に
改
め
、

同
条
第
五
項
中
「
随
意
契
約
に
よ
る
売
却
」
を
「
公
売
又
は
売
却
等
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
百
四
十
条
」

を
「
第
百
四
十
八
条
」
に
、「
引
継
」
を
「
引
継
ぎ
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
関
税
の
賦
課
手
続
の
調
整
」を「
警

察
官
等
の
通
報
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
条
の
見
出
し
中
「
引
継
」
を
「
引
継
ぎ
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
百
三
十
七
条
た
だ
し
書
」
を

「
第
百
四
十
五
条
た
だ
し
書
」
に
、「
第
百
三
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
百
四
十
六
条
第

二
項
」
に
、「
通
告
処
分
又
は
告
発
」
を
「
通
告
処
分
等
」
に
、「
ま
つ
て
、
こ
れ
を
」
を
「
待
つ
て
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
中
「
前
項
の
告
発
又
は
第
百
三
十
六
条
の
二
」
を
「
第
百
四
十
四
条
」
に
改
め
、「
よ
る
告
発
」
の
下
に
「
又

は
前
項
の
告
発
」
を
加
え
、「
文
書
」
を
「
書
面
」
に
、「
第
百
三
十
一
条
」
を
「
第
百
四
十
一
条
各
項
」
に
、「
又
は
差

押
物
件
」
を
「
、
差
押
物
件
又
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件
」
に
、「
又
は
差
押
目
録
」
を
「
、
差
押
目
録
又
は
記
録
命

令
付
差
押
目
録
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
差
押
物
件
が
」
を
「
、
差
押
物
件
又
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件

が
」
に
、「
領
置
物
件
又
は
差
押
物
件
の
所
有
者
等
に
よ
る
保
管
」
を
「
領
置
物
件
等
の
処
置
」
に
、「
保
管
者
」を「
規

定
に
よ
り
当
該
物
件
を
保
管
さ
せ
た
者
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
又
は
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
、「
又

は
差
押
物
件
」
を
「
、
差
押
物
件
又
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
四
十
八
条
と
す
る
。

第
百
三
十
九
条
中
「
の
通
告
」
の
下
に「（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
更
正
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
通
告
等
」
と
い
う
。）」
を
、「
場
合
に
お
い
て
、」の
下
に
「
当
該
通
告
等
を
受
け
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
」
を
、「
以
内
に
」
の
下
に
「
当
該
」
を
加
え
、
同
条
た
だ
し
書
中
「
但
し
、
二
十
日
を
過
ぎ
て
」

を
「
た
だ
し
、
当
該
期
間
を
経
過
し
て
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

犯
則
者
の
居
所
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
若
し
く
は
犯
則
者
が
通
告
等
に
係
る
書
類
の
受
領
を
拒
ん
だ
た
め
、

又
は
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
通
告
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

第
百
三
十
九
条
を
第
百
四
十
七
条
と
す
る
。

第
百
三
十
八
条
の
見
出
し
を「（
税
関
長
の
通
告
処
分
等
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
及
び
没
収
」
を「
、
没
収
」

に
、「
物
件
又
は
」
を
「
物
件
、」に
、「
金
額
を
」
を
「
金
額
並
び
に
書
類
の
送
達
並
び
に
差
押
物
件
又
は
記
録
命
令
付

差
押
物
件
の
運
搬
及
び
保
管
に
要
し
た
費
用
を
」
に
改
め
、「
納
付
す
べ
き
旨
を
」
の
下
に
「
書
面
に
よ
り
」を
加
え
、

た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
没
収
に
該
当
す
る
物
件
に
つ
い
て
は
、
納
付
の
申
出
の
み
を
す
べ
き
旨
を
通
告
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
百
三
十
八
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
税
関
長
は
、
直
ち
に
検
察
官
に
告
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

情
状
が
懲
役
の
刑
に
処
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
き
。

二

犯
則
者
が
通
告
の
旨
を
履
行
す
る
資
力
が
な
い
と
き
。

第
百
三
十
八
条
第
四
項
中
「
の
旨
」
の
下
に「（
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
更
正
後

の
通
告
の
旨
。
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中

「
中
断
す
る
」
を
「
そ
の
進
行
を
停
止
し
、
犯
則
者
が
当
該
通
告
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経

過
し
た
時
か
ら
そ
の
進
行
を
始
め
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
告
に
計
算
違
い
、
誤
記
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
明
白
な
誤
り
が
あ
る
と
き
は
、
税

関
長
は
、
犯
則
者
が
当
該
通
告
の
旨
を
履
行
し
、又
は
前
項
若
し
く
は
次
条
の
規
定
に
よ
り
告
発
す
る
ま
で
の
間
、

職
権
で
、
当
該
通
告
を
更
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
三
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

犯
則
者
は
、
第
一
項
後
段
の
通
告
の
旨
を
履
行
し
た
場
合
に
お
い
て
、
没
収
に
該
当
す
る
物
件
を
所
持
す
る
と

き
は
、
公
売
そ
の
他
の
必
要
な
処
分
が
さ
れ
る
ま
で
、
こ
れ
を
保
管
す
る
義
務
を
負
う
。
た
だ
し
、
そ
の
保
管
に

要
す
る
費
用
は
、
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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